
岩手の若者団体のホンネを聴く！

若者団体活動実態
調査レポート

2024年３月31日
いわて若者カフェ



調査概要

１．調査目的

岩手県内で活動する若者団体の活動実態および活動上における課題感などを把握することを目的
として、岩手県内の若者団体を対象としたアンケート調査を実施します。アンケート調査の結果
は「Co.Nex.Us」および若者活躍情報誌の一部に掲載することで、幅広い世代の岩手県内の若者
の主体的活動に関する理解促進、今後の若者活躍支援施策を検討する資料として活用します。

２．実施期間

2024年３月１日(金)～３月８日(金)

３．調査対象

岩手県内で活動する若者団体※１

※１：岩手県内に居住する又は岩手県出身の40歳未満の者（以下「若者」といいます。）が2名
以上で構成されている団体であり、その団体の構成員の過半数が若者であること

４．調査方法

Webアンケート 【143団体へ調査依頼。回答数：54団体（回答率38％）】



単純集計

Q1.普段の活動エリアを教えてください。

回答協力いただいた若者団体の普段の活動エリアを「県北/県央/沿岸/県内/県域」で分類した際、

県央地域が「51団体」と最も多く、次いで県南地域、沿岸地域、県北地域、県域の順で多かった。
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県央 沿岸 県南 県域

10 19団体

51団体

21団体
28団体

５団体

※複数地域で活動している場合は複数回答可



単純集計

Q1.普段の活動エリアを教えてください。

回答協力いただいた若者団体の普段の活動エリアを市町村別で分類した際、盛岡市が24団体と最も

多く、次いで花巻市、紫波町、滝沢市の順で多かった。なお、県北地域では久慈市と九戸村、県央

地域では盛岡市、沿岸地域では宮古市、県南地域では花巻市が多い結果となった。
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※複数地域で活動している場合は複数回答可



単純集計

Q２.団体の活動分野を教えてください。

回答協力いただいた若者団体の活動分野は、「まちづくりの推進を図る活動」が38団体と最も多く、

次いで「学術、文化、芸術又はスポーツの振興を図る活動」、「子どもの健全育成を図る活動」、

「社会教育の推進を図る活動」、「農山漁村又は中山間地域の振興を図る活動」の順で多かった。
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保健、医療又は福祉の増進を図る活動

社会教育の推進を図る活動

まちづくりの推進を図る活動

観光の振興を図る活動

農山漁村又は中山間地域の振興を図る活動

学術、文化、芸術又はスポーツの振興を図る活動

環境の保全を図る活動

災害救援活動

地域安全活動

人権の擁護又は平和の推進を図る活動

国際協力の活動

男女共同参画社会の形成の促進を図る活動

子どもの健全育成を図る活動

情報化社会の発展を図る活動

科学技術の振興を図る活動

経済活動の活性化を図る活動

団体の運営又は活動に関する連絡、助言又は援助の活動
※活動分野が複数ある場合は複数回答可



単純集計

Q３.団体の活動人数を教えてください。

回答協力いただいた若者団体の活動人数は「３～５人（29.6％）」が最も多く、次いで「6～10

人」、「11人～20人」の順で多かった。

2団体

（3.7%）

16団体
（29.6%）

15団体
（27.8%）

12団体
（22.2%）

9団体
（16.7%） 2人

３人～5人

６人～10人

11人～20人

21人以上



単純集計

9団体
（16.7%）

4団体
（7.4%）

7団体
（13.0%）

2団体
（3.7%）

32団体
（59.3%）

Q４.団体の活動年数を教えてください。

回答協力いただいた若者団体の活動年数は「５年以上（59.3％）」が32団体と最も多く、次いで

「1年未満」、「２年」の順で多かった。

1年未満

1年

２年

３年

４年

５年以上



42.6% 11.1% 11.1% 9.3%

1.9%

5.6% 9.3%

1.9% 1.9%

5.6%

単純集計

Q５.団体が発足した動機を教えてください。

回答協力いただいた若者団体の発足動機としては「自分たちが体験した、あるいは自分たちの身近で

見聞きした課題や問題を自分たちの手で解決しようと思った」が23団体と最も多かった。

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

自分たちが体験した、あるいは自分たちの身近で見聞きした課題や問題を自分たちの手で
解決しようと思った

仲間で話し合っているうちに自然に活動を開始していた

今の団体の活動開始以前に自分たちが関わっていた仕事や活動の幅を広げようと思って、
別の活動を発足させた

人から勧められて活動を開始した

今の団体の活動開始以前に参加していた活動から独立して自分達が中心となって活動した
いと思って別の活動を発足させた

行政から勧められて活動を開始した

まわりの地域で、あるいはまわりの人達や知り合いが活動を行っているのを見聞
きして、自分達でも同様のあるいは類似の活動を始めようと思った

社会、地域や他人の役に立つことを始めたかった

一過性のイベント等に参加して、その延長線での活動を恒常的に続けたいと思った

趣味やサークルの集まりが、団体の活動に発展していった

その他



単純集計

Q６.活動上で抱えている課題を教えてください。

回答協力いただいた若者団体の活動上の課題として、「メンバー不足」が29団体（53.7％）と最も

多く、次いで「活動資金の不足」、「学業・仕事により活動時間が取れない」、「活動場所の確保」

の順で多かった。

53.7%

37.0%

51.9%

24.1%

14.8%

16.7%

9.3%

0.0%

3.7%

16.7%

16.7%

9.3%

5.6%

0.0% 10.0% 20.0% 30.0% 40.0% 50.0% 60.0%

メンバーが不足している

学業や仕事で忙しく、団体の活動時間が取れない

活動資金が不足している

活動場所の確保が難しい

団体運営・管理に必要な専門的知識が不足している

自団体の活動を発信する場・機会が少ない

活動に関する悩みを相談する相手がいない

地域や大人からの理解が得られない

他団体・他機関との連携がうまくいかない

自分たちの活動をうまくPRする方法がない

現在のリーダーから活動を引き継ぐ後継者がいない

地域の課題・ニーズが分からない

活動の協力者がいない

※複数回答可



単純集計

Q７-１.行政や支援機関から協力してほしいことを教えてください。

回答協力いただいた若者団体が行政や支援機関から協力してほしいこととして、「資金的援助」が

30団体（55.6％）と最も多く、次いで「同様の分野で活動している人・団体の交流機会」、「活動

場所・拠点の提供」の順で多かった。

38.9%

18.5%

55.6%

20.4%

16.7%

37.0%

16.7%

0.0%

7.4%

0.0% 10.0% 20.0% 30.0% 40.0% 50.0% 60.0%

同様の分野で活動している人・団体同士の交流機会

他分野で活動している人・団体同士の交流機会

資金的支援

活動に関する悩み相談

スキルアップ研修

活動場所・拠点の提供

先進事例・取り組みの紹介

支援の必要性なし

その他

※複数回答可



単純集計

Q７－２.スキルアップ研修で取り上げてほしい内容を教えてください。

「Q7-1.行政や支援機関から協力してほしいこと」で「スキルアップ研修」と回答した若者団体

の中で、「資金調達（ファンドレイジング）」、「メンバーや協力者の増やし方」が全体の52％

と最も多く、次いで「SNS等の情報発信ノウハウ」「組織マネジメント」の順で多かった。

52.0%

40.0%

40.0%

16.0%

52.0%

12.0%

24.0%

36.0%

24.0%

4.0%

0.0% 10.0% 20.0% 30.0% 40.0% 50.0% 60.0%

資金調達

SNSなどの情報発信のノウハウ

組織マネジメント

ITスキル

メンバーや協力者の増やし方

コミュニケーション力

チラシデザイン

広報スキル

ファシリテーション

その他

※複数回答可



単純集計

Q８-１.現在活動するうえで連携している団体・組織を教えてください。

回答協力いただいた若者団体が活動上で連携している団体・組織は、「行政（市町村・県・国）」が

25団体（46.3％）と最も多く、次いで「民間企業」、「他の若者団体」の順で多かった。

24.1%

46.3%

33.3%

25.9%

33.3%

13.0%

0.0% 5.0% 10.0% 15.0% 20.0% 25.0% 30.0% 35.0% 40.0% 45.0% 50.0%

町内会・自治会

行政（市町村・県・国）

民間企業

教育機関（小中学校、高校、大学）

他の若者団体

連携していない
※複数回答可



単純集計

Q８-２.今後活動するうえで連携していきたい団体・組織を教えてください。

回答協力いただいた若者団体が今後活動するうえで連携していきたい団体・組織は、「行政（市町

村・県・国）」が27団体（50％）と最も多く、次いで「民間企業」、「教育機関（小中学校、高校、

大学）」の順で多かった。

37.0%

50.0%

48.1%

46.3%

38.9%

5.6%

0.0% 10.0% 20.0% 30.0% 40.0% 50.0% 60.0%

町内会・自治会

行政（市町村・県・国）

民間企業

教育機関（小中学校、高校、大学）

他の若者団体

連携しなくてもよい
※複数回答可



クロス集計

Q９-１.「活動エリア」×「活動人数」

回答協力いただいた若者団体の傾向としては、県北・沿岸地域の若者団体は「３～５人程度」で活

動している割合は過半数を超えていることがうかがえる。

14.3%

16.7%

57.1%

16.0%

55.6%

28.6%

16.7%

14.3%

24.0%

44.4%

14.3%

50.0%

14.3%

36.0%

28.6%

14.3%

24.0%

14.3%

16.7%

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

県北

県央

沿岸

県南

県域

2人 3～5人 6～10人 11～20人 21人以上



クロス集計

Q９-２.「活動エリア」×「活動年数」

回答協力いただいた若者団体の傾向としては、県北地域の若者団体は比較的新しく立ち上がった団

体が多く、県央・沿岸地域の若者団体は5年以上活動している若者団体が過半数を超えている。

28.60%

12%

11.10%

28.60%

16.70%

42.90%

4%

28.60%

8%

11.10%

28.60%

8% 68%

77.80%

42.90%

83.30%

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

県北

県央

沿岸

県南

県域

1年未満 1年 2年 3年 4年 5年以上



クロス集計

Q９-３.「活動エリア」×「活動上の課題」

回答協力いただいた若者団体の傾向としては、どの地域も「メンバー不足」「活動資金」の課題を

抱える割合が高く、「活動場所がない」という課題も３割程度を占めている。

57.1%

44.0%

66.7%

57.1%

66.7%

14.3%

44.0%

44.4%

14.3%

50.0%

57.1%

40.0%

66.7%

57.1%

83.3%

28.6%

24.0%

11.1%

28.6%

33.3%

20.0%

22.2%

16.7%

28.6%

20.0%

11.1%

14.3%

16.7%

12.0%

28.6%

4.0%

33.3%

28.6%

20.0%

11.1%

14.3%

20.0%

22.2%

14.3%

16.7%

14.3%

8.0%

14.3%

8.0%

14.3%

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

県北

県央

沿岸

県南

県域

メンバー不足 団体の時間が取れない 活動資金 活動場所 団体運営の知識

自団体の活動を発信する場 相談相手がいない 理解が得られない 連携がうまくいかない PRできない

後継者がいない 地域ニーズが分からない 活動協力者がいない その他



クロス集計

Q９-４.「活動エリア」×「行政・支援機関から協力してほしいこと」

回答協力いただいた若者団体の傾向では、どの地域も「資金的支援」および「同様の分野で活動す

る人・団体との交流」を求めている割合が高く、県北・県域地域では「活動場所・拠点」の提供が

過半数を超えている。

42.9%

48.0%

22.2%

28.6%

33.3%

14.3%

16.0%

11.1%

14.3%

50.0%

57.1%

40.0%

66.7%

57.1%

100.0%

14.3%

40.0% 24.0%

11.1%

14.3%

16.7%

57.1%

36.0%

22.2%

28.6%

50.0%

24.0%

11.1%

14.3%

16.7%

14.3%

4.0%

11.1%

28.6%

33.3%

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

県北

県央

沿岸

県南

県域

同様分野の交流機会 他分野の交流機会 資金的支援 活動悩み相談

スキルアップ研修 活動場所・拠点提供 先進事例・取り組み紹介 その他



クロス集計

Q９-５.「活動エリア」×「今後連携していきたい団体・組織」

回答協力いただいた若者団体の傾向としては、どの地域も「町内会・自治会」、「行政」、「民間

企業」、「教育機関」との連携を求めている割合が高い。

42.9%

36.0%

44.4%

28.6%

33.3%

42.9%

48.0%

44.4%

57.1%

66.7%

57.1%

44.0%

44.4%

42.9%

66.7%

57.1%

44.0%

44.4%

42.9%

50.0%

42.9%

40.0%

22.2%

42.9%

50.0%

14.3%

33.3%

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

県北

県央

沿岸

県南

県域

町内会 行政 民間企業 教育機関 他若者団体 連携不要



クロス集計

Q10-１.「活動年数」×「活動上の課題」

回答協力いただいた若者団体の傾向としては、5年以上活動している団体は「メンバー不足」に課題

感を抱える割合が高く、課題感も多岐に渡り複雑化していることがうかがえる。

44.4%

50.0%

28.6%

50.0%

62.5%

44.4%

25.0%

28.6%

40.6%

77.8%

50.0%

57.1%

50.0%

46.9%

66.7%

50.0%

14.3%

50.0%

9.4%

22.2%

14.3%

50.0%

12.5%

44.4%

25.0%

28.6%

9.4%

11.1%

14.3%

50.0%

15.6% 9.4%

22.2%

50.0%

15.6%

22.2%

28.6%

15.6%

11.1%

25.0%

50.0%

3.1%

33.3%

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

1年未満

1年

2年

3年

5年以上

メンバー不足 団体の時間が取れない 活動資金 活動場所 団体運営の知識

自団体の活動を発信する場 相談相手がいない 理解が得られない 連携がうまくいかない PRできない

後継者がいない 地域ニーズが分からない 活動協力者がいない その他



クロス集計

Q10-２.「活動年数」×「行政・支援機関から協力してほしいこと」

回答協力いただいた若者団体の傾向としては、活動１年目は「活動場所・拠点の提供」、活動２年

目の団体は「資金的支援」を求める割合が高くなっている。

55.6%

50.0%

14.3%

50.0%

37.5%

44.4%

50.0%

15.6%

66.7%

50.0%

85.7%

100.0%

43.8%

22.2%

14.3%

100.0%

18.8%

33.3%

14.3%

50.0%

12.5%

55.6%

75.0%

57.1%

50.0%

21.9%

22.2%

50.0%

18.8%

11.1%

14.3%

15.6%

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

1年未満

1年

2年

3年

5年以上
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